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の
：所
產
で
あ
る
も

.

の
$

、他
' 0

ょ
り

饞
秀
な
る
文
化
を
有
す 

'

る
民
族
.

か
ら
移
，入
し
た
本
の
で
ぁ
：る
め
ど
は
、そ
の
發
達
樣
式
は

•

決
，し
て
和
同
じ
も
の
で
あ
‘る 

ベ
き
^

が
ブ

む

.

.

初
へ
、ば
r

本
主
%

的
生
産

®

織
が
本
來
务
：

.

の
國
め
f :
®

過
程
.

に
'

當
然
：'來
た

本
.

主
：義

的

鈕

»

.

を
可
能

( >

ず
る
必
要
條
牌
が
.
_
#
に
具
備
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な

#

合
で

〗

a

 

.

て

も

、著

し

ぐ

，和

違
.

を
生
参

(

る
。

一
か

〜

の

如
.

ぐ

あ

ら

ゆ

る

歷

史

的

現

象

一
f

ベ
セ
の 

K

族
.y

依
：？

:

f

り
た
形
式
.

を
採
：？

ド
ゼ
域
、堺
謂
藤
史
：法
_則

を

し

て

極

一

め.て
㈣

象

的

の

も
 

I

す
る
か
、恭
し
ぐ
，は
多
ぐ
の
條
件
附

Q

も
®

:

デ

な

：す

：に
，
，至

う

，
そ
：
の

普

遍

性

を

著

し

，
ぐ

減

^

 

せ
”

め
る
P

か
ぐ
の
如

^

民
族
“

依
つ
で
文
化

I

の
程
度
を
興
に
し

,

C

の
交
a

の
文
化
の 

影

秦

，に

就

い

て

考

察

す

；
：る

.

一〕

士
は
極
；地
て
蜇

_

な
，
-

i

で
あ
叻
、前
に
一

〕

言
^

た

如

く

池

る

國

”ー
 

の

特

殊

現

象I

明
f

る

' 0

に

甚

だ

必

證

含

，

殊

に

史

I

か

ん

ど

す

る

時

に「

實

際
>

の
.

間
.

題
4

し
重
要
な
も
の
で

’

あ
る
'

が
、こ
、
に
は

©

ぐ
，餘
き
、次

' 

ぎ
に
歷
史
ヘ
的

：

法 

則
性
の

# .

殊
-

牲
に
就
い
て
少
し
ぐ
述
べ
た
い
を
敗
ふ
。ー.：

:

七一.
へ.
'

.

. 

P

 

. 

:
 

;
'

歷
如
現
象
の
特
殊
な
る

.

法
則
性
の
間

®

«

當
然
參
膝
史
苗
學
に
關

® -

せ斷題セある

"

以
下
M

A

の、法

0

性
に
_

する

.

諝
家

0

.

諭
論
を
一
々
參
射
す
る
餘
裕
を
有
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
 

直
ち
に
次
ぎ
に
私
自
身
の
考
ふ
る
ミ
こ
ろ
を
述
べ

.

ょ
ぅ
ど
思
ふ
。

.
上

*:
の
如
ぐ

«

雜
多
樣
な
る

..0

 

0

的
現
象

^ .

普
遍
的
に
し
て
、且
つ
务

0

的
な
る
關
係
に
，於 

い
て
理
解
せ
ん

.

と
す
る
從
來
％

歸
み

«

自
然
科
學

0:

法
讪
が
自
，然
的
葸
哝
に
於
い
て
な
さ
る 

、
も
の

ビ

同
じ
で
あ
る

”

か
ぐ
ゆ
如
き
方
法
に
從
へ
ば
、當
然
.力
ン
ト
に
取
つ
て
指
示
さ
れ
た 

合
法
：則
條

(
G

e
s

ぽ
 m

e
s

s
f

e
i

t
)

普
遍
^

當

、A
u

g
e

m
e

i
n

e
g

s it
i

g
k

e

v a;

及

び

.* ;
然

性

人 N
o

t
w

e
r

&
g

k
e

i
t

)

の) 

規
範
に
基
い
；て
、
_

雜
.

な
：る
：事
象
の
中
に
法
則
を
释
見
し
得
る

^

,

考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

M

史 

法
則
の
普

0

必
；然

'

_

_

:

_當
_

を
假
定

.

し
^

摘
別
.

晚

猓

象

ゼ

：私

を_

離

紐

植

象

、
0

そ

相

可
' 

熊
性
.

を
與
へ
ん
ヾ

」

す
る
も

0 ,
'

で
あ
る

.0

.

か
<

の
.

如
き
立
：場
か
ら
滕
史
の
自
然
撕
學
的
解
釋
、が 

_

來
i

て
も

企
で
&

れ：て
ゐ
た
。
ゲ
ィ
コ
ォ
や

 

'パ
ッ
ク
ル
か

.

歷
史
節
敬
は

•

大
體
吼
じ
立
場
.に
 

笫ニ
-

F

T

i

 

0

四
九

)

；
經

濟

史

研

究

序

論

m

.

5 

^

 

■.

.
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：
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第一

號

3 £
:

0
、
 

立
つ
' 

を
の
で

P

.

る
。

(
R

a
p

p
o

p
o

r
t

,

 

o
p
.

 

t
i
t
:

 

S
:

 

3
1

)

か
ぐ
し
て
こ
れ

.

等
は
»
史
研
究
に
自
然
科
學
の 

.

適
用
、利
用
を
一

.

.

般
的
に
雷
た
點
ン

U

於
い
.

て
預
つ
て
力

.

が
あ
つ
た
ら
ぅ
が
、を
の
滕
史
觀
の
當 

然
の
結
果
ご
し
て
、所
謂
啓
蒙
思
想
家
の
學
說

i

同
.

じ
く
機
械
的

0

然
觀

S

な
つ
た
こ

i

は
當

然
で
-あ
ざ
ラ
。：，
•
.
-ぐ

、

.し

■ 

■ 

ぃ.
：

さ
^ :

に
又
こ
れ

，c

同
.

じ
.

ぐ
前
述
し
た

■

環
境
.
.

の
意
義

.
'

を
.
.

厫
敦
'

に
解
釋
じ
て
、自
然
的
擐
揿
ビ
精 

神
眇
瑗
境
ざ
に

.

依
が
良
然
必
然
的
變
化
に
從
ふ
も
の

V
J

し
て
、滕
史
の
，法
肌
性
を
考
へ
る

こ

と
 

も
不
可
能
で
は
な
い
。

即
ち
放
恣

(
w

i
m

^
r

)
.

や
.

自
由
’

意•
m

o
F

r
e

i
w

i
l

l
e

r
o

は
人
類
の

•

行
動
を
決

^

 

す
d

 

r

收
I

は
な
f

前
述
の
廣
義
の
環
境
に
依
つ
て
提
挪
さ

^

た
手
段
に

»

い
て
、
^ :

め
#.る
 

意
向
を
決

®

す
る
•

に
過

^

な
い

V
J

す
る
。

か
ぐ
考
へ
る
時
に
は
人

g
.

の
行
動
は
外
部
か
ら
與 

へ
も
れ
た
も

，の

苋
あ
つ
て
、

^

等
の

S

#

の
餘
地
な
き
も
の
：

」

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然 

る
に
上
述
の
如

<|
.

-

罟
人
の
行
蒯
は
は
あ

•

な
程
度
の
選
擇
的
行
爲
を
包
含
し
て
ゐ

.

る
。
加
ふ
る 

に
吾
人
の
行

f i

は
又
極
め
て

«

雜
'

な
る
諸
：現
象
の
交
互
作
用
，で

あ

る

こ

5

前
述
の
.

如

く

で

；：
あ
へ 

各
か
ら
、か

 

<

 

の
如
ぎ
方
法
は
基
ぐ
說
，明
は
.そ
れ
だ
け
で
は
何
等
の
解
決
を
も
與
へ
る
も
の
で 

は
な

-
.
/

 

A

 

士
云
ふ

^

# -

の
越
る
股

0 '
.

を
探
れ
ば

、

a
 

b

 

c
 

d

 

:無
服
9 -

原
因
を
舉
げ
る
、̂

を
が
出
來
、る

'0
.

し
か
ー
も
そ
0 .

中
の
何

'

れ
の

|

 

_

つ‘
.

を
‘

缺
ぐ
も

同
.：
J

の
結
*
が
生
じ
得
な
い
の
が 

滕
逝
的
瑰
象
：で

* !
.

も
o

贫
( &
> »
-■

龙
J

:

卜

ラ
の
鼻

0 -

高
.

さ
如
#

は
世
界
史
を
變
、化
さ
せ
た

.

か
- 

が

知

れ
勢
.S

 

の
1 ?
'
:

あ
'

る
,

さ
&

ぼ：又
掘

'̂
:

考
4

現
.

象
.

は
ょ
し
そ

.

の.す
ベ
て
の

M

因
'

を
b

 

c
 

d

 

^:
發
見
が
れ
，た

^-
じ
て
も
、ぞ

;

の
#

ふ
の
線

*
- w

 

,c 

v
:

:

の
¥

な
る
.

集
合
で

〉

^

^,
い
。
 

,

a

以
ず
.
幾

ぢ

翁

め

’で

A

と
は
な
こ
ぬ

9

こ
の
，點
に
就
，い
て
は
後

.

に
述
.ぶ
る
：で
あ
ら
ぅ
，。

:

要
：ず
.

る
に
歷
也
現

« 1

却
_

が
も
自
'

然
斜
ー
學
'

的
に
厭
因
‘

結
f

探
-

求
し
、舉
，に
そ
の
_

係
を
述 

，ぶ
：る
だ
け
で
は

_

M

こ
の
‘こ
士
さ
へ
も
極

•

め
て
，複
雜
多
様
で
不
可
，

//
^

な
，こ
€
で
は
あ
る

.

於
、ょ 

G

m

f

T

ぁ
る

V
J

し
て
も
、結

〔

局
歷
史
の

.

.眞

.
‘

相
し

對
し
碯

.

實
；な
る

.

.

說
明
を

.與

へ
ぬ
こ
占
に
な
る
。
 

唯

歷
史

科
.學
に
あ
つ
て
は
そ

.

の
方
法
論
，吣
柳
成
姽

«

に
依
纟

»

史
瑰
象

.

か
_ら
何
等
か
の
法
則 

性
を
杣

.

.

象
し
'

得

な

か

も

知

れ

な

，，い
。
，

•

.

.

然
，し
を
れ

.

は
し
.て
も
舉
な
る
.同
染
法
則
の
摘
出

.

.

で
あ
つ 

T

は
^

、
ら

，
ぬ

。

勝

.

史
.

，は
そ
れ
等

•

の
法
則

"
.

を
.

、.抽
象
的
に
叙
述

‘

す
る
'

こ
>」

で
.

は
な
い
。.
私
が
本
論

る
に
あ
：る

と

述

- '

た
の
.

は
、さ
ぅ
云
ふ
原
則
を
杣
象
的
法
則

V」

し
て
理
解
す
る
こ

V」

を
意
味
し 

た
の
で
ゆ
ば
い
。

:

却
0

.

,

て
A

類
.

發
"

展
の
眞
相
，
■

を

舸

.察

す

る

：
あ
パ
な
，
理

念

.

ビ

し

て

こ

れ

，：を
«

#

す 

.

.

5

T

i

s

 

(

.

其

-'
')

經

视
.0
1

'

‘梁
呼
論 

笫
1

#

 

(

五
-



第

二

十

二

卷(

五
1

1

.

.

>
 

經
濟
皮
硏
究
彤
論
：
 

S

賺
：

K

 

ニ
，

る

こ

，士

を

.意̂

レ

：て
：、
ゐ.
る
。

こQ
.

意
.
'

味
で
-歷
史
は
所
棘

»
史
科
學
そ
.の
も
の
で
は
な
い

9 
.

M

a

は
U

線
合
.

现
象
を
對
象

5

す
る
。

綜
合
现
象
は
全

.
fi
t

-

.

を
以
.

つ、'
て
；刁
つ
毫

_

象
を
な

.

.

す
.も 

の、'
で
4

つ〉

^ :

そ
れ
4

_

成

す

'
;
る

機

 

敗
-

現
象
み
，取
な

「

集
：ま
.

，
り

で

は

な

い

。

勿

論

あ

る

‘徵
 

度
ま
で

.

掏

一

々

の

樣_

現
，#

を
分

〔

離
し
、分
柷
し
て

.

考
へ
.

ら
れ
‘

な
い
こ

.

？
も
な
い
。
又
そ

I

等
の 

方
，浓
が
金

.

.體
を
理
解
す
る
上
、に
役

'
,

立
ち
得
る
■

こ
.

，ざ
.

も
あ
る
。

然
‘

し
そ
.

れ
等
の
«

«

現
象
，を

W

 

令
に
，併
列
，し

-

て
も
全
體
ど
は
興
な

’

る
。

腿
圯
に
士
つ

‘
.

て
.

最
?>
;

必
要
.

な
る
こ
士
は

個
：.

々
の
得
戌 

現
象
の
細
密
な
る

.

；分
析
？

.

共
，に
.

、そ
れ
ょ
ぅ
も

1

層
®

-

要
な
：全

.

體
と
.
.

し
て
の
把

®

.を
：：

確
實
に
す 

る
こ
。と
に
あ
ち
セ
即
ち

®

史
现
象
は
す
ベ
て
略
相
：歌
合

.

せ
る
.

總
勝
；
^

あ
；：̂

か：
&

ゼ

今

'
V

 

I

"

滕
史
的
原
則

^ ,
:

^

め
ん

&

し
て
ハ
試
み
。ら

.

る
.

、
も

」
の
‘

に
、歷

)

史
.

的
生
» .
9

普
»

.

的
.

寧
義
、

I
g

e
-

 

m

a .
n

rl
)
1

g

i

)

に
，於

い

で

な

さ

る

、
も
の
ビ
、普
：遍
晚
樂
則

(

t e
f

:

3

i

n

e

 

G
e
s
e
t
z
e
n
)
.

に
於
い
て
な
さ
る

\
 

も

^

S

あ

る)

か
C

の
如
き
一
一
；
つ
' 

の(

傾
向
を
生
す

.

る
に
5

夺
の
.

一
は
ッ
ヶ
，
ダ

h

0

云
ふ
^

1 » 

ぐ
、經
‘

驗
的
歷
史
科
學

0

動
理
的
本
質
'に

關

す

る

®

見
の
相
違
ぽ

*

く
，も
^ :
.

で
あ

(
.

i
^

r
v

o
^

H
e

i
n

l

S. 

2

2

0然
し
こ
、
に

-そ
れ
等

.

.
®̂;
:に
就

'
.い：：

て
'

詳
論
す
る
餘
裕
が
な
，い
0

唯
從
來
叙
述

^

て
寧
た
さ
こ
ろ
，を

.

以
つ
て
.

す
る
.
.

も
、略

-
推
測
：出
來 

る
.

や

ぅ

に

、
滕

：
史

：
の

，
特

殊

#

を
讓
：む
る

立
'等
か
ら
、
私

が

こ
、

に

臍

史

的

，
原

.
則
を

云

々

す

るの
は 

摩

海

、生

活の

普

、
遍
的

意
*
.

に
.

於
：い
て

V

ぁ
る
。

そ

の

點
.
'

に
於
.い

て

大
體
4

ッ
ヶ

,

ト
、
デ
：ィ 
' 

ル 

'タパ

ィ

等W

同
じ
.や

レ
？
な̂
:

:

場
辯
を
：
採」

る
寧
で

ぁ
；：

る
W

 

:然

，じ
，
_

史

：
そ̂

も

：、
のに
於
け
る
滕
史
的

：
；
：

®

 

則

は

'
必

中

し
：：
も
：
.

科
：學

$

」

じ̂

ー0

_

染
學
，

0

;基

，
#

づ
.

け
せ
.

沒
る
：
.

セ

な
.ら
ぬ

i
.は
間

題
バ
ギし
な
い

< 

換ニ夏

す

れ
ば

摩

史

が

：；所'.謂
.

寧」

*

し

：
：
て

ま

立

：じ

：
得

.

る

か

如
.

何

か

％
.
は

別
.問

題

で
l

o

' -
J

般
.に
：
 

膝

史：：：

に

於

：け.
：
る1

#

」

髮

理

嫡

し

、
そ.れ

は

基̂

 

ふ

に
J h
,

幸

る
o

歷

史 

は
ぃ
換
ー1

す
ー
れ
ば
，人

類

：
の

社

會
"

生「

活̂

.

確
_

な

，务

把

へ

搌

を

E

的
と
し
、か
 

< 
し

てそ
.
.
，

の
.本
•質

；.を會 

得

.：
せ
ぃ
ん

 
>

、

」

.

ず
る
こ
？
に
あ
る

, 0
.

_

か

.
ぐ

考

ふ

.
：
る

こ

ど
.
.は
.

何
.：

れ
.

か
.
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